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まつりの組織

山口女子大学伊藤芳枝

祭の組織について、山口県下の事例を 2、3紹介する。中世の資料によると絞頭や万祢といわれるも

のが祭礼の舞楽や持楽などを主宰していたことが知られる。（防長古文欝詑、 ・風土注進案など参照）

鼓頭や刀祢がどのように宮座を構成していたか資料に乏しいが、それらは村務内でtfll事の鎮役、司祭

考としての機能を持っていたばかりでなく 、郷村御jの下で惣郷の祭には、村を代表して祭役分担を引受

けた代表的な役職者層（ notables ）であったと考えられる。

鐙浦郡阿川地方では、元禄ごろから浦の漁撃機をめぐる論争がおこる ようになって、その結果村方役

人で構成する本l1Eに対抗し、 illlの者たちの新座（鴻庖）が結成された経線がある。（『社会と伝ゑ』3の3

の伊藤忠芳氏報告参照、）。祭杷組織における変化は、社会構造の変化と対応している例とみることがで

きる。

防府市小俣の大歳社に伝わる「笑識Jは、輸得制のE長屋祭であるが、これはもと小俣庄を開発した名

主の系譜をひく 21声の家で織成された宮座と考えられる。この行事は儀礼的笑いの所作が中心にあり、

呪術宗教的な予祝の祭儀となっている。（松岡利夫氏の『瀬声内海地減における神社祭紀と地域社会』

の研究分担報告参照。）

宮座とは近畿に濃厚に分布する祭杷組織に対して与えられている名称であるが、宮座とは呼ばれなく

ても、同じような類似した形の祭把組織が織とか、頭屋御lの祭という形でほぼ全国的に分布しているこ

とが切らかにされている。

従来、歴史学、民俗学の方向からの多くの業績があり、宗教学、社会学、人類学の分野から調査研究

がさまざまになされてきている。一方において宮盛の起源や祖摺についてあるいは宮座の変遷に対する

関心があり、他方には宮座の機造と機能についての関心がある。宮l1Eの研究は従来大きく 2つの方向か

らなされてきたと考えられる。

肥後和男博士の「近江における宮座の研究Jとそれにつづく「宮腹の研究Jとは、最も代表的な業絞

であり、古典的研究とされている。昭和 10年から 12年にかけての近畿一円の分布の笑地調査をもと

に、宮座を 「座といわれる行事を伴う神事組合である」と定義し、株l1Eと村座の二種頬があると指摘さ

れている。 宮座の構造を明らかにする視点として、司祭考（神主）の選定の方法、抑主 ・総代・神織の

三者の闘速の問題、男子の年令階梯制の問題の 3つをあげ、宮l1Eを村詰喜；構造と結びつけて分析する重要

性をといている。

このあと殴史学の方向から記録文書によりつつ、宮座の個別的研究が発表された。中世の祭杷組織の

構造とその近世的展開について （荻原竜夫 人 紀北宮座の掛究（安藤精一 人議集団の成立過程の研究
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（絞Jt-徳太郎） 、中世協肉体の研究（利；秋余太郎）などの先学の併究業績がある。

民俗学者の宮＠：に闘するフィル ド・データは数多く、とくにこ乙では村洛的製解よりも儀礼的局面の

鋭祭の方に傾斜した報告が豊富に諮fi~ された。この'i"i'長には、 日本文化のエトスは机先崇拝および氏神

祭犯を中該とした民!Ul信仰の法胞の上に形成されたとの視点に立つ柳凶悶男の文化態解の影響がある。

-g；随と村洛構造のl対迎についての社会学的i怠＊は以上と比べて少ない呪状である。有償基左衛門教授

や福武教綬などこの方向の研究は、祭紀組織とt1務総造とが多耐的に結びつレており、その組織が村の

社会的統合に積緩的意味をもっているという一つの仮設に立って、村を一つの単位として調ff.検読しよ

うとする。

本til喜の構造やその股史的構成を管長ーとして形成された宮使は、今日からみると過去のものとなって証主

要な位i置をしめていないとも考えられるが、先覚たちの研焼の成果から、後.ii主として宮腹の現従的意味

を積緩的に明らかにすることに努力を注ぐべきであろうと恕われる。

原図敏明教授は 「社会と伝 ~11: 」 誌を中心に柳阻民俗学の方向とは違った独自の観点から、 宮＠：の狙型、

思念迦を把控室しようとする。社会人械学、民放学の領威からも村滋構造の分析をする上で宮＠：が重要な

指標となるとの問題錠起がなされており、更には日＊民族文化の源流に宮穫をすえ、日本的心性を島！解

すること、日本文化全体を犯慢することが可能ではないかとの将来の展望も関かれようとする現状であ

る。

さて宮lfilはその概念がまだ依然として未撃震の感がある。 ここで宮lfilとはどのような特徴をもつもの

なのかについて、いくつかの間題点、をあげて結びとしたい。

1. 宮lfilの神の観念について

柳田闘男博士の同族神 ＝祖先神＝氏神とし、う謀本的思解に対し、見解が分かれるという点である。

原図敏明教授はこれに対立的、吾定的見解を示される。また宮lfilの神は至上神に近いとみる見解もあ

る。（住谷一彦 f'g＠：論ノート」『社会と伝ゑ』 14の3参照）

2. 当屋の制度について

当E置は自らその神をいっき、自ら神となり神主として一年交答で責任と毅務を果たす。宮座は法本

的性格のーっとしてこの当康の制度をもつものである。

3. 'g座の閉鎖性について

宮座は閉鎖的であり、秘密結社的、秘儀的団体であるとL、う見解が日本民族の起源、などをめぐる討

論において岡正雄教授の指摘された点でもある。

4. 'g径の原初形態は、 村に一つの祉があり 、 その~が'g!filであり、その神の祭のi時の座であるという

意味である。 （原悶敏明教授「宮座について」『社会と伝承』 6の1、その他参照〉

5. 宮座の長老ltU・年令階梯ltlJの問題

宮座は年令階税制lであり、一定の是正令に従って階税をIll日々にのぼっていくとみる見方（高橋統一氏）

と、宮lfilは年令階,W11lilであるよりも長老i例と考えられるとの原田教授の見解があり、また、長老がー
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定の定員数だけいて、それが議上の階機にいて、その定員に欠員が生じた時、下の階梯から引上げら

れていくという点を住谷一彦氏は指摘している。

2在老はかつて筑前地方議穂郡、 その他数ケ所の宮座を調査したことがある。九州の宮~と近畿の宮~

のパタ ーンの比較というようなことは緩端な試みかと恩われるが、概して筑前の宮箆は座内部は平等、

民主的で、座外のものに対して特続的な性格をもっというように見られる。それに対して、近畿地方

の1s座は貴族的性格がより強いという予測をもたせられるのである。
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